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１．はじめに

　廃棄物処分場の表面遮水工として、遮水シートと粘土層の複合遮水構造を採用する場合に粘土層(遮水土層)と

して、現地発生土にベントナイトを混合したベントナイト混合土を使用するケースが増えている。筆者らは、現

地発生土の破砕とベントナイトとの混合を同時に行う回転式破砕混合機(ツイスターミキサー)の開発を行ってき

た 1)。本報告では、回転式破砕混合機により製造されたベントナイト混合土を実際の廃棄物処分場の遮水土に適用

したので、その結果について報告する。

２．処分場概要

　対象とした処分場は、埋立容量約 87,000m3、遮水土数量約 2,500m3 の

一般廃棄物最終処分場で、底部の遮水工は図 -1 に示すようにベントナ

イト混合土、短繊維不織布、遮水シート、長繊維不織布、面透水材、

長繊維不織布、遮水シート、短繊維不織布の 8 層構造となっており、

その上に 50cmの保護砂が設置される。

　なお、遮水土の施工管理基準は、透水係数１×10-6cm/sec以下、遮水

土層厚 60cm以上である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　図-1　遮水工構造断面図

３．室内配合試験

　室内配合試験は使用材料の基本物性およびベントナイト混合　　　　　　表-1　使用材料の物理特性

土の透水特性を把握することを目的として行った。ベントナイ

トは Na 型の山形産と群馬産のものについて検討した。目標室内

透水係数は現場条件を考慮して、1×10-7cm/sec 以下とした。

　表-1 に使用材料の物理特性を示す。図 -2 にベントナイト添加

率と透水係数の関係、図-3 に群馬産ベントナイトの場合の締固

め度と透水係数の関係を示す。図-3 から、ベントナイト添加率

と締固め度のバランスから群馬産ベントナイトの配合はベント

ナイト添加率 6%、締固め

度 96%以上とした。山形

産ベントナイトでは、ベン

トナイト添加率 5%、締固

め度 96%以上とした。

４．試験盛土

　試験盛土では、室内配合

試験によって定めた配合

のベントナイト混合土を

実施工のプラント､機械を

用いて製造､撒き出し、転        図-2  ﾍﾞﾝﾄﾅｲﾄ添加率と透水係数の関係　　 図-3　締固め度と透水係数の関係

圧した場合の透水特性等

を求め、施工時の施工方法を検討することを目的として行った。
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　    　　 図-4  試験ヤード　　　　図-5　転圧回数と締固め度の関係　     図-6　締固め度と透水係数の関係

　試験ヤードを図 -4 に示す。回転式破砕混合装置(写真-1)で製造

したベントナイト混合土は 4t ダンプトラックでベントナイト種類

別の試験ヤードに運搬し、0.7m3 バックホウで敷き均した後、 3.6t

振動ローラで転圧(転圧回数 4,8,12回)し、１層厚 20cmとして２層

に分けて施工した。

　図-5 に転圧回数と締固め度の関係、図 -6 に現場採取試料の締固

め度と透水係数の関係を示す。図-5 からベントナイトの種類によ

らず転圧回数 8回で締固め度 96％以上である。また、図 -6 から群

馬産ベントナイト(6%)では締固め度 96％以上、山形産ベントナイ

ト(5%)では締固め度 93％以上で透水係数×10-6cm/sec以下を満足           写真-1　回転式破砕混合装置

する。                                          

５．実施工

　試験盛土の結果と、現地発生土の土性が変化する場合を考慮し、ベントナイトは膨潤量の大きい山形産ベント

ナイト(5%)を採用し、転圧回数 8回以上として実施工を行った。

　ベントナイト混合土の品質管理として、製造時に現地発生土の

含水比試験およびベントナイト含有量試験(メチレンブルー吸着

量による方法と電気伝導度による方法 2))の測定を行い、所定量の

ベントナイトを含んでいることと混合のばらつきが少ないこと

(変動係数 10%程度)を確認した。

　密度管理は、現場密度試験(砂置換法)により行い、ベントナイ

ト混合土の締固め度が 96％以上であることを確認した。

　遮水性管理は、透水試験用コアを採取して室内試験により行い、

透水係数が 1×10-6cm/sec以下であることを確認した。図-7に締固

め度と透水係数の関係を示す。締固め度は 100%以上、透水係数は         図-7　締固め度と透水係数の関係

10 -7 cm/sec 以下であり、十分な遮水性をもつ遮水土が施工できた。

６．まとめ

　回転式破砕混合機により製造されたベントナイト混合土を実際の廃棄物処分場の遮水土に適用し、均一で十分

な遮水性能をもつ遮水土が施工できることを確認した。
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